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三次救急医療機関
（重症患者対象／救命救急センター）

初期救急医療機関
（軽症患者対象）

二次救急医療機関
（中等症～重症患者対象）

転送（さらに重症のとき）

転送（重篤のとき）転送（重症のとき）

受診者

救急車

「釧路市休日夜間急病センター」の適正な利用について

　内科・小児科に係る初期救急医療機関である「釧路市休日夜間急病センター」
は、夜間や医療機関の休診日（土曜日の午後、日曜日、祝日）に体調が悪くなっ
た場合、応急処置や緊急性に応じ手術や入院のできる病院を受診する必要がある
かの判断をすることを目的としています。インフルエンザや新型コロナウイルス
等の感染症が疑われる場合、原則、検査は行わず、症状に応じた必要な処置や処
方を行います。

　救急医療機関の役割を正しく理解し、緊急に治療を必要とする人が早く適切な医療を受けられる環境を皆で作りましょう。

受診の際は、必ず事前に電話して
ください。
M44-6776
※看護師が症状を伺った上で、ご案内します。

問合先　市役所健康推進課（M31-4524）

問合先　市役所企画課企画係（M31-4502）

外科の初期救急医療体制について
市内の外科医療機関が当番制で診療を行っています。

●夜間（毎日）診療時間／午後６時～翌午前９時
●土曜日（午後）診療時間／正午～午後５時
●日曜日、祝日（日中）診療時間／午前９時～午後５時

夜間（毎日）

土曜日（午後）

日曜日、祝日（日中）

受付時間 診療時間

午後６時30分～翌午前６時30分 午後７時～翌午前７時

午後１時30分～４時30分 午後２時～５時

午前８時30分～午後４時30分 午前９時～午後５時

詳しい
施設案内は
こちら

　内科・小児科に係る初期救急医療機
関である「釧路市休日夜間急病センタ
ー」では、専門医による診療ではあり
ませんので、担当した医師が重症と判
断した場合には、二次救急・三次救急
の医療機関へおつなぎします。

新たな地方創生のための市民アイデア募集の結果について
新たな地方創生のための市民アイデア募集について、たくさんのご提案をいただき、ありがとうございました。集計結果について報告します。

▶募集期間／３月３日～４月11日
▶募集方法／WEB上の応募フォームで募集
▶周知方法／市ホームページ、Facebook、
　　　　　　公式ＬＩＮＥ、広報くしろ４月号
▶応募件数／82件（応募者数 57人）

※分野別の集計について、複数分野にわたるアイデアは複数の分野でカウントしています。内訳の合計とアイデア件数の合計は一致しません。
※上記アイデアの他、募集結果やアイデアの全文など、詳細はホームページをご覧ください。(Nhttps://www.city.kushiro.lg.jp/shisei/shisaku/1006996/1016067.html)

　応募件数は57人、82件となり、年齢別では、18歳から76歳まで、幅広い世代の方にご提案をい
ただきました。中でも30代、40代からの意見が多く、それぞれ23%となりました。
　分野別では、21分野、167件となり、中心市街地・北大通のにぎわい作りに関すること、およ
び観光に関することが20件と最も多かった他、空きビル対策、教育に関するご提案を多くいただき
ました。
　皆さんからのアイデアについては、今後の地方創生に係る施策展開の参考とさせていただくとと
もに、実現可能なものは、事業構築の際の検討、あるいは、事業化の可能性を検討していきたいと
考えています。 

無回答
（４人）７％

70代
（5人）９％

60代
（８人）14％

50代
（８人）14％ 40代

（13人）23％

30代
（13人）23％

20代
（３人）５％

10代
（３人）５％

57人

提 案 者 の 内 訳 年齢別 イア デ ア の 内 訳 分野別

21分野
167件

中心市街地・
北大通・
駅周辺整備
（20件）12％

観光
（20件）12％

空きビル・
空き家対策
（17件）10％

教育
（16件）10％

子育て（８件）５％
情報発信（８件）５％若者の活躍（８件）５％

公共交通（７件）４％

防災（７件）４％
移住（７件）４％

産業（６件）４％
スポーツ（６件）４％

雇用（５件）３％

コミュニケーション・
イベント（４件）２％

インフラ整備（４件）２％
市職員〈働き方〉（４件）２％
ふるさと納税（４件）２％
コンパクトシティ（３件）２％

福祉（１件）１％
その他（５件）３％

生活環境・自然・景観
（７件）４％

駅前（北大通）に娯楽施設や総合
ショッピング施設を誘致する。

北大通の補修が可能なビルを若者
や新規事業者に格安で貸し出し、
最低限の予算でチャレンジができ
るようにする。

まち作りやにぎわい作りに、計画
段階から今後を担う児童を参加さ
せてほしい。

子どもを遊ばせる室内遊戯施設が
少なすぎる。広い年代が遊べる施
設が必要。

アイデア募集の概要

フェイスブック

ライン

海外メディアの記者を招聘し、メ
ディアツアーを実施してインバウ
ンドを道東へ誘致する。

しょうへい

９2025（令和７）年６月号


